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はじめに  
 

  人口減少やＡＩ、ビッグデータ、ＩｏＴ等の先端技術が高度化して社会生活に取

り入れられた「Society5.0 時代」の到来、また、新型コロナウイルス感染症の世界

的な拡大など、複雑で予測困難な時代を迎えており、子どもたちが、自分の良さや

可能性を認識するとともに、多様な人々と協働しながら、様々な社会的変化を乗り

越え、豊かな人生を切り拓いていくことが求められています。 

このため、本市教育委員会では、昨年２月に策定した「北広島市教育振興基本計画

（２０２１～２０３０）」に基づき、教育理念である「豊かな知性や心と 健やかな

身体をもって 自然と創造の調和を図り、郷土を愛し、未来を切り拓く人を育む」の

実現をめざし、様々な教育課題に対応する諸施策を総合的かつ計画的に推進していま

す。 

 特に、昨年度は本市において「小中一貫教育全国サミット」を開催し、本市ならで

はの、義務教育９年間を通して子どもたちの「生きる力」を育む、小中一貫教育の成

果を発表しました。その成果は授業公開の中で、一人ひとりの子どもたちの成長の姿

となって表れていました。また、高い評価をいただいた市の実践が今後、全国の学校

で広く共有・活用されていくことも期待しています。本市においても、小中一貫教育

を特色ある教育として培い、さらに可能性を広げていきたいと考えています。 

また、子どもたち一人ひとりに応じた指導方法や指導体制の工夫による「個別最適

な学び」を進め、探究的な学習や体験活動等を通じて、多様な他者と関わる「協働的

な学び」も一体的に充実させ、子どもたちの可能性を広げる授業改善、取組に向けて

全力で取り組んでまいります。 

こうした取組を確かなものにするためには、本市教育に関わる全ての人が取組内容

を共有しながら、めざす子ども像の実現に向けて一体となって取り組む必要があるこ

とから、この「令和４年度北広島市学校教育の推進方針」を作成しています。推進方

針では、本年度における学校教育の重点、実践目標を定め、１０の実践への具体的手

立てを示しています。 

  各学校におかれましては本推進方針を有効に活用され、学校重点目標の設定や、

教育活動の点検・評価等を通じた継続的な学校運営の改善を図るとともに、創意工

夫しながら積極的な教育活動を展開され、子どもたちをはじめ、保護者や地域の期

待に応える学校づくりに努めていただきますようお願いします。 

 

 

  令和４年４月 

                  北広島市教育委員会教育長 𠮷田 孝志 
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第 1章 北広島市教育振興基本計画 
 

１ 北広島のまちづくり・人づくり 
 

北広島市教育委員会は、令和 12 年度（2030）までを計画期間とする「北広島市

総合計画（第 6 次）」における基本目標「学び合い心を育むまち」に基づき、これ

までの基本理念や基本姿勢を踏まえつつ、新たな北広島市の教育についての基本的な

方向を示し着実に推進するための個別・具体の施策について体系的に整理し、政策と

して本市がめざす教育の推進を目的とする「北広島市教育振興基本計画（2021～

2030）」（以下、「教育振興基本計画」という）を本年２月、策定しました。 

この教育振興基本計画においては、本市が進める「まちづくり」にふさわしい「人

づくり」に重点を置き、三つの都市像と、このまちにゆかりのある先人の精神や行動

から導き出された人間像を重ね、「希望都市」にはＷ．Ｓ．クラーク博士による「希

望を懐く」、「交流都市」には和田郁次郎翁による「交流に励む」、「成長都市」に

は中山久蔵翁による「成長に挑む」を象徴的に掲げ、教育施策を推進するものであり

ます。 

教育振興基本計画では、こうした人づくりの精神、めざす人間像の実現に向け、9

つの政策と２6 の施策を展開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人と文化を育む８つの政策と２４の施策 

 

 
  

め
ざ
す 

 
 

 
 

都
市
像
・人
間
像 

 

希望都市 
「懐く」 

（情熱・使命感・専門性） 

先人⇒Ｗ．Ｓ．クラーク博士 

 
交流都市 
「励む」 

（調和・協調・刻苦勉励） 

先人⇒和田郁次郎翁 

 
成長都市 
「挑む」 
（自律・意識改革） 

先人⇒中山久蔵翁 
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２ 北広島市にゆかりのある３人の先人の精神を礎として 

～懐く・励む・挑む～ 
    

「大志をいだき学ぶまち・きたひろしま」は北広島市開拓期にゆかりのある偉大な

先人、Ｗ．Ｓ．クラーク博士、和田郁次郎翁、中山久蔵翁の 3 人が伝える「懐く」

「励む」「挑む」の精神を人材育成のキーワードとして「これからの人づくり」の

視点としています。 

 

  「懐く」 

１８７７年、北広島市島松沢で米国への帰国に際して、Ｗ．Ｓ．クラーク博士は

当時の教え子たちに「青年よ 大志を懐け」の名言を残しています。彼は当時の学

生たちに情熱・使命感・高い専門性をもち、新しい時代を切り開くよう伝え続け、

「希望を懐く」人づくりに努めました。 

その情熱・使命感・専門性に学び、北広島市第 6 次総合計画（2021～2030）

に示されている「希望都市」の実現に向け、「懐く」を掲げています。 

     

  「励む」 

１８８４年、広島県人により北広島の開拓の歩みが始まりました。そのリーダー 

として苦難の道を歩みながら努力を続けたのが和田郁次郎翁です。新たな発想とゆ

るがぬ信念、そして、たゆまぬ努力でまちと人を動かし続けた彼は、「交流に励む

人」そのものでした。 

その調和・協調・刻苦勉励の姿勢に学び、北広島市第 6 次総合計画（2021～ 

2030）に示されている「交流都市」の実現に向け、「励む」を掲げています。 

 

「挑む」 

   １８７１年、現在の島松沢に入植した中山久蔵翁は、当時は不可能とされていた 

道南以北での稲作に挑みました。彼は、幾多の苦労の末、2 年後に米を収穫し、開 

拓に当たっていた人々に種もみを無償で配布し、寒地稲作の祖として、本道の稲作 

の端緒を開いた「成長に挑む人」でした。※令和５年には、寒地稲作成功１５０周年を迎えます 

その自律・意識改革・行動の姿に学び、北広島市第 6 次総合計画（2021～ 

2030）に示されている「成長都市」の実現に向け、「挑む」を掲げています。 
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政策８ 

北広島市教育振興基本計画（2021～2030）の体系 
 

 

 
 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 

9 つの政策 ２6 の施策 

めざす人間像 

1  義務教育９年間の学びを支える教育活動の展開 

2 豊かな心を育む教育の充実 

3  確かな学力を育てる教育の充実 

4 健やかな体を育てる教育の充実 

5 特別支援教育の充実 

6 社会の変化や課題に対応した教育の推進 

７ 地域とともにある学校づくりの推進 

8 教育環境の整備 

9 学校ＩＣＴ環境の整備 

10 幼児教育・家庭の教育力向上への支援の充実 

11 教育相談体制の充実 

12 地域が支える健全育成活動の充実 

13 人を育む社会教育の充実 

14 学び合う生涯学習機会の充実 

15 学びと活動・活躍の循環 

16 健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進 

17 競技スポーツへの支援 

19 だれもが参加できる地域文化の振興 

20 創造と交流を生む芸術文化活動の展開 

2１ エコミュージアム構想の推進 

22 文化財の保存と活用 

23 図書サービスの充実 

「大志をいだき未来を切り拓くまち・きたひろしま」 

t 

24 地域まるごと読書活動支援の充実 

25 開かれた教育行政の推進 

「生きる力」
を育む学校教
育の推進 

信頼され、 
魅力ある学校
づくりの推進 

やさしく支え
あう教育連携
の推進 

結び合い、 
学び合う社会
教育の推進 

スポーツ活動
の推進 

芸術文化活動
の振興 

郷土愛を育む 
教育活動の推進 

開かれた教育行政の推進
確かな教育行政の運営 

希望を懐く人 

交流に励む人 

成長に挑む人 
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政策３ 

政策４ 

政策７ 

政策２ 

政策６ 

政策９ 

生涯にわたる 
読書活動の推進 

18 スポーツライフの充実と環境整備 

26 確かな教育行政の運営 

政策 1 

政策 5 



 

 

第２章 学校教育の推進方針 
 

令和４年度 
 

 

                                 北広島市教育委員会 

 

 
 

       昭和４４年８月制定 昭和６０年３月改訂 令和３年２月改訂 
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北 広 島 市 学 校 教 育 の推 進 方 針 

北広島市の教育理念 

クラーク

博士 

和田 

郁次郎翁 

中山 

 久蔵翁 

豊かな知性や心と 健やかな身体をもって 

自然と創造の調和を図り、郷土を愛し、未来を切り拓く人を育む 

北広島市の教育理念 

北広島市教育ビジョン 

めざす 

子ども像 

学校教育 
推進政策 

学校教育の 

重点 

本年度の 

実践目標 

 

実践への 

具体的 

手立て 

〈めざす人間像〉 

希望を懐く人  

交流に励む人 成長に挑む人 

大志をいだき 心豊かに 

たくましく 生きる子ども 

生きる力を育む 

学校教育の推進 

信頼され魅力ある 

学校づくりの推進 

義務教育９年間を通して「生きる力」を育む 

小中一貫教育の涵養 

中学校区ごとの教育計画のさらなる実践と 

個別最適な学びと協働的な学びの一体化 

 

健やかな学びを保障する新しい教育様式の実践 
マネジメントサイクルによる学校経営の推進 

( 1 )教育課程 ９年間を見通した系統的な教育課程の実践・検証を継続する 

( 2 )授業改善 主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善、学力・学習を支える基盤づくりを進める 

( 3 )道徳教育 道徳教育推進教師を中心に、道徳科の充実を図る 

( 6 )大志学 「きたひろ夢ノート」の改訂を図り、キャリヤ形成のための大志学を実践する 

( 7 )生徒指導 子どもたちの命と心を守り、いじめ・不登校の未然防止を徹底する 

( 8 )協  働 学校・家庭・地域が子どもの育ちのために、目指すべき教育のあり方を共有し、協働活動を進める 

( 9 )資質向上 中学校区での授業交流と合同研修により職能向上を図る 

優しく 賢く  

( 4 )特別支援教育 校内教育支援委員会を充実させ、適切な指導及び必要な支援を組織的、計画的に行う 

( 5 )ICT活用 一人一台端末等、ＩＣＴ機器の積極的な活用により、わかる授業を構築し、より主体的な学びを進める 

(10)今日的課題 小中一貫教育の視点に立ち、小学校外国語教育、プログラミング教育の実践を進める 

やさしく支えあう 

教育連携の推進 



 

 

１ 北広島市の教育理念 
    

     豊かな知性や心と 健やかな身体をもって 

自然と創造の調和を図り、郷土を愛し、未来を切り拓く人を育む  

          昭和 44 年８月制定 昭和６０年３月改訂 令和３年２月改訂 

 

２ 北広島市のめざす人間像 
    

希望を懐く人 交流に励む人 成長に挑む人 

                              令和３年２月制定 

３ 北広島市教育ビジョン 
    

   

 

    テーマ 

 

    北広島市教育ビジョン・テーマを進める上での視点 

   □ 視点１ 生涯にわたって学び合う学習環境の充実と活躍できる環境の整備 

   □ 視点２ 誰もが社会の担い手となるための学びの環境の整備 

   □ 視点３ 学校、家庭及び地域等が一体となった教育力の向上 

   □ 視点４ 持続可能な社会づくりの担い手を育む教育の推進 

 

 

４ めざす子ども像 

 

『大志をいだき 心豊かに たくましく 生きる子ども』 

             ～賢く 優しく たくましく～ 

 

３人の先人の足跡が北広島市の人づくりの基幹をなし、先人の「希望を懐く 交流

に励む 成長に挑む」という志を体現できる子どもを育むことを目指しています。 

これらの先人の志を受け継ぎ、北広島市で学ぶ児童生徒のめざす子ども像を、大志

をいだき 心豊かに たくましく 生きる子ども」（ 副題 賢く 優しく たくま

しく ）と掲げました。 

北広島市の子どもたちが、夢や目標に向かって「意欲的に学習し、基礎的な知識・ 

技能を活用して、様々な課題を解決する力」を身につけ、「他人を思いやる心、生命

や人権を尊重する心、自然や美しいものに感動する心、正義や公正さを重んじる心」

を育み、「困難に立ち向かう たくましく健康な心と体」を持ち、力強く未来を生き

ていく子どもの育成を目指します。    

 

－６－ 

生涯にわたる学び合いをとおして、誰もが活躍できる社会の実現 

大志をいだき未来を切り拓くまち・きたひろしま 



 

 

５ 学校教育における推進政策 
 

〈政策１〉 「生きる力」を育む学校教育の推進 

 

□ 義務教育９年間で児童の学びを支える小中一貫教育を推進します。 

□ 豊かな心を育むため、自分の大切さとともに、他者の大切さを認めるなど、子ど

もの豊かな人間性と多様な能力を育む教育を推進します。 

□ 基礎的・基本的な知識や技能、課題を解決するための思考力・判断力や主体的な

学習態度を育成し、目標の実現や課題の解決を図ることができる確かな学力を育て

る教育を充実します。 

□ 体力、運動能力の向上を図るとともに、体力の源である食の正しい知識や食習慣

の確立など健やかな体を育てる教育を充実します。 

□ 一人ひとりの教育ニーズに応じた、きめ細かな指導や支援の充実を図ります。 

□ 環境、平和や人権等の SDGｓの対象となる様々な課題等の解決に向けた主体的

な取組を通して、人格の発達や、自律心、判断力、責任感などの人間性を育むとと

もに、他者や社会、自然環境との関係性を認識し、「関わり」「つながり」を尊重

できる個人を育む教育を充実します。 

□ 国際社会で活躍する人材を育成するために外国語教育の充実を図ります。 

 

〈政策２〉 信頼され、魅力ある学校づくりの推進 

 

□ 学校の教育活動や運営についてのマネジメントサイクルに基づいた継続的な評価

や評価結果の公表、保護者や地域住民との双方向の協力、学校関係者やコミュニテ

ィ・スクールからの意見や評価の活用などを通して、「地域とともにある学校づく

り」を推進します。 

□ コミュニティ・スクールや地域学校協働活動など、学校、家庭、地域が連携・協

働し、子どもの学びを支える取組の充実を図ります。 

□ 学校における働き方改革を推進し、教職員が本来担うべき業務に専念できる体制

の確保に努めます。 

□ 経済的な理由により就学が困難な児童生徒の保護者に対し、必要な援助を行うこ

とによって、児童生徒の教育を受ける機会の確保に努めます。 

□ 児童生徒の確かな学びを保障するため、より良い教育環境や適正な集団規模の中

で学ぶことができるよう検討します。 

□ 質の高い学びを支える環境づくりや安心して学ぶことができる学校づくり、新し

い教育手法による魅力ある教育活動等、社会の変化や実態に合った教育環境を整備

します。 
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〈政策３〉 やさしく支えあう教育連携の推進  

 

□ 「生きる力」の基礎や生涯にわたる人格形成の基礎を培う幼児教育から、小学校
教育への円滑な接続を図ります。 

□ 基本的な生活習慣や自立心の育成など、関係機関と連携し、家庭教育への支援を
進めます。 

□ いじめの未然防止や早期発見・早期対応、不登校児童生徒の支援を図るため、関
係機関との連携を強化し、専門的知識を有する人材を活用して、教育相談体制の充
実を図ります。 

□ 青少年を健やかに育む安全・安心な育成環境を確保するため、家庭、学校、地域
との連携を強化し、主体的な健全育成活動を支援します。 

□ 登下校時における事件・事故から子どもたちを守るため、保護者や地域住民、警
察等の関係機関と連携した安全確保対策を推進します。 

□ 児童が放課後を安全・安心に過ごし、多様な体験や活動ができるよう活動拠点と

して「放課後子供教室」の充実を図ります。 

 

６ 学校教育の重点 
 

「義務教育９年間を通して『生きる力』を育む 

小中一貫教育の涵養 」 
     

子どもを取り巻く環境の激しい変化に対応するためには、小中学校９年間を見通

し小中一貫した教育を推進することが極めて重要です。本市では、平成 29 年度に

小中一貫教育を掲げ、令和３年度「小中一貫教育全国サミット in 北広島」にて、

「小中一貫教育の真価」を全国に発信したところです。本市の小中一貫教育は、特

別なものではなく当たり前に行われる本市の教育の特徴の一つとなりました。 

令和４年度、学校教育の重点を「小中一貫教育の涵養」としました。「涵養」と

は、水が土にじわじわしみこむように、自然にじっくり養い育てるという意味の言

葉です。本市の小中一貫教育は、昨年度が到達点ではありません。長い時間をかけ

てコツコツと培い、さらに可能性を広げる段階にあると考えます。小中一貫教育の

可能性の広がりは、子どもたちの成長の広がりです。 

 
○ 中学校区での「めざす子ども像」の共有 

    中学校区でのめざす子ども像を小中学校で共有し、児童生徒の「生きる力」
を育成します。 

 
○ 義務教育９年間を見通した一貫した指導 

    教育課程の編成、指導形態などの工夫改善や生徒指導、大志学の充実を図り
義務教育９年間を見通した一貫した指導を行います。 

 
  ○ 子ども同士や教職員間の交流と協働による教育活動 

    小中学生が互いに学び合う場と、教職員が協働して推進する教育活動を設定
するなど、交流と協働による教育活動を推進します。 

 
○ 中学校区での学びを支えあう教育環境づくり 

    中学校区を単位とし、学校、家庭、地域が連携して子どもの連続した学びを
支える教育環境づくりを推進します。 
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７ 本年度の実践目標 
 

『中学校区の教育計画のさらなる実践と 
個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実』 

 
子どもたちや、地域の実態に応じ編成した中学校区の教育計画の実践をさらに進

め、系統的・継続的な教育活動を展開します。 

また、学習指導要領において示された資質・能力の育成を着実に進めるために、

多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく育成する「個別最適な学び」と、子ど

もたちの多様な個性を最大限に生かす、「協働的な学び」の一体的な充実を図りま

す。 

 

８ 実践への具体的手立て 

 

 

 

令和２年、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、世界は未曽有の危機に見舞わ

れ、社会は大きく、激しく変動しました。歴史的な社会の分岐点といっても過言で

はありません。学校を取り巻く環境も大きく変化し、教育活動の複雑さもさらに増

しました。しかし、子どもたちの教育と未来のために学校がなすべきことは不変で

す。学校教育の変わらない本質を踏まえ、子どもたちの健やかな学びを保障するた

めに学校教育の新しい教育様式を実践していきます。 

 

コロナ禍においても、臨時休校においても、多様な子どもを誰一人取り残すことなく、 

健やかな学び（３つの機能）を保障する 

健康保障【福祉的機能】 学力保障【学習的機能】 関係保障【社会的機能】 

 

 

 

各学校がめざす目標の具現化や課題の解決のために教職員間でそれらを共通確認

し、組織的な取組や対応をすることが必要です。そのために、各学校は教育活動を

評価・分析することで課題を焦点化し（Ｒ～実態把握）、それをもとに教育課題の

方向性を定め具体的な取組を計画化します（Ｐ～計画）。北広島市の小中学校では

各月の学校づくりの指標を明らかにする「学校経営プログラム」を策定して計画の

具体化を図っていますので、これを基に組織的、協働的に実践し、児童生徒の変容

を促す取組を行います（Ｄ～実践）。取組後、達成状況を評価するなど教育活動や

学校運営に関わる評価を行います（Ｃ～評価）。その評価に基づき、改善策を策定

し、組織的に意思決定します（Ａ～改善）。この繰り返しが、学校におけるマネジ

メントサイクルです。 

このように学校が組織的に教育活動を展開するために、校長は学校経営ビジョン

を策定し、その進行を管理、適切に指示することによって学校改善に努めます。 

マネジメントサイクル（Ｒ-ＰＤＣＡ）による 学校経営の推進 

－９－ 

健やかな学びを保障する 新しい教育様式の実践 

 
 



 

 

（１） 教育課程～９年間を見通した系統的な教育課程の実践・検証を継続する 

 

本市において、平成３０年度からスタートした小中一貫教育は５年目を迎えます。

各中学校区においては、小中一貫教育推進組織が機能し、合同会議や教科部会の開催

合同研修会の実施や「一貫教育だより」の発行、発達の段階に応じた「家庭学習の手

引き」の作成等、様々な取組を通して、多くの成果を築き上げてきました。 

そして令和３年度は、北海道で初めて「小中一貫教育全国サミット in 北広島」と

題して、本市において１１月に全国サミットを開催し、北広島の実践を、道内、道外

に幅広く情報発信することができました。コロナウイルス感染防止のため、開催はオ

ンデマンド開催となりましたが、中学校区の実践発表や、９年間のつながりを見通し

た授業公開等、今まで積み上げてきた実践の成果を発表し、大会を成功裏に終えるこ

とができました。 

また、各中学校区では子どもたちの深い学びの実現のために、各種学力調査結果の

分析による学力向上の対策の共有化が図られ、子どもたちの実態に応じて、課題克服

のための教科系統表や単元一覧表、指導計画の重点項目の位置づけや、研究テーマの

共通化を図った合同研修の充実が図られました。 

全国サミットを終え、一定の節目を迎えた本市の小中一貫教育ですが、全国サミッ

トはあくまでも通過点にすぎません。今後も、小中教職員のつながりを大切にした学

習指導、中一ギャップの解消、小学生と中学生の関係の深まりなど、小中９年間を一

つのまとまりと考えた、子どもの発達段階に応じた小中一貫教育を展開していく必要

があります。 

今年度も、中学校区において、重点項目の設定・指導・強化に努め、取組の評価・

検証を行うことで必要に応じて軌道修正をかけ、子どもたちの深い学びの充実のため

に、９年間を見通した系統的な教育課程の実践・検証を進めます。 

 

 

学校教育重点の指標（１）教育課程 

指標の概要 
本市の現状  

R3 全国学力・学習状況調査より 

達成目標 

Ｒ4(2022) 

児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基
づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連の
ＲＰＤＣＡを確立していますか：よくしている（学校対象） 

小 88％ 中 86% 
目標値 

小中 90% 全国（公立） 

小 31％ 中 30％ 

前年度までに近隣等の小、中学校と、教科の教育課程の接続や

教科に関する共通の目標設定など教育課程に関する共通の取組

を行いましたか：よく行った（学校対象） 

小 89％ 中 100% 
目標値 

小中 90% 全国（公立） 

小 17％ 中 23％ 
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（２） 授業改善～ 主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善、 

                       学力・学習を支える基盤づくりを進める 
   

「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善、学力・学習を支える基盤づ

くりを推進し、子どもたちの学力向上に努めます。 

「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善により、多様な観点から考察

する力や自ら課題を発見し、主体的・協働的に課題を解決する力などの育成を図りま

す。学びの質を高め、各学校で明確化した「育成すべき子どもの資質・能力」を育み

ます。 

「学力・学習を支える基盤づくり」では学力を支える基盤となる「聞く」「話す」

「書く」「読む」の態度・姿勢を日々の授業の中で鍛え、その力を育成します。学習

を支える基盤としての、学習習慣・生活習慣等の改善も図ります。 

 

【 主体的、対話的で深い学びの視点からの授業改善 】 

□ 主体的学びの視点 ～ 見通しを持たせる  

             振り返りの場面を工夫する 

□ 対話的学びの視点 ～ 学び合いの充実を図る 

             思考を深めるための手立てを工夫する 

□ 深い学びの視点  ～ 子ども一人ひとりが「見方・考え方」を働かせ課題 

   解決に向かう、各教科の特質に応じた授業づくり 

 

【 学力・学習を支える基盤づくり 】 

■ 目的や状況・相手に応じて「聞く」「話す」の態度・姿勢の醸成 

■ 目的や条件に応じて「書く」、必要な情報を「読む」の態度・姿勢の醸成 

■ より良い学習習慣・生活習慣の改善 

 

学校教育重点の指標（２）授業改善 

指標の概要 
本市の現状  

R3 全国学力・学習状況調査より 

達成目標 

Ｒ4(2022) 

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組
んでいましたか： 
当てはまる、どちらかといえば当てはまる（児童生徒対象） 

小 81％ 中 78% 
目標値 

小中 80% 全国（公立） 
小 78％ 中 81％ 

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりする
ことができていますか： 
当てはまる、どちらかといえば当てはまる（児童生徒対象） 

小 83％ 中 76% 
目標値 

小中 80% 全国（公立） 
小 79％ 中 78％ 

授業において課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まと
め、表現するなどの学習活動を取り入れましたか： 
よく行った（学校対象） 

小 67％ 中 43% 目標値 

小 70% 

中 50％ 
全国（公立） 
小 30％ 中 27％ 

児童生徒に対して、習得・活用及び探究の学習過程を見通した
指導方法の改善及び工夫をしましたか： 
よく行った（学校対象） 

小 78％ 中 43% 目標値 

小 70% 

中 50％ 
全国（公立） 
小 21％ 中 20％ 

授業で目標（目当て・ねらい）を児童生徒に示し、授業の最後
に学習したことをふり返る活動を計画的に取り入れましたか： 
よく行った（学校対象） 

小 89％ 中 71% 
目標値 

小中 80% 
全国（公立） 
小 68％ 中 62％ 

 

－１１－ 



 

 

（３） 道徳教育～ 道徳教育推進教師を中心に、道徳科の充実を図る 

命の尊さを知り、善悪を判断する力や他者を思いやる心、自らを律する心など、より

よく生きるための基盤となる道徳性を育むために、道徳教育と全教育活動との関連を図

るとともに、学校、家庭、地域が相互に連携しながら、計画的、発展的に指導します。 

校長の指導方針のもと、各教科等の学習や体験活動と関連付け、子どもの道徳性を育

むために、要としての道徳科としての役割について教師が共通理解し、授業改善に取り

組みます。 

 

《 道徳教育推進教師を中心とした校内体制づくり 》 

  □身につけさせたい道徳性や重点内容項目について、共通理解を図る 

  □教材研究や授業の相互参観など、全教職員が授業づくりに関わる 

 

《 道徳的価値についての理解をもとに、考えを深める指導の充実 》 

  □子どもに考えさせたいことや話し合わせたいことを明確にする 

□ねらいにせまる指導過程や指導方法を工夫する 

  □教師と子どもが共に考え、語り合い、多様な考えにふれる場を設定する 

  □生き方についての思いや願いを持つことができるよう、自分自身について振り返 

る機会を大切にする 

 

《 評価 》 

  □授業中の子どもの表情や発言、記述等から評価する。その際、道徳的価値の理解 

に基づき、以下の視点を重視して子どもの姿を見取り、子どものよさや成長を認 

め、励ます評価に留意する 

・他者の考えにふれ一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展しているか 

・道徳的価値の理解を自分自身との関わりで深めているか 

 

《 今後の指導につなげる振り返り 》 

  □学期などのまとまりで、目指す子ども像や重点内容項目に照らし、子どもの変容 

   等について話し合い、全体計画や別葉の見直しを行う 

  □ねらいに即した指導の手立てや、子どもの発言を生かした学習の展開などの視点 

   から授業を振り返り、指導の工夫改善を図る 

 

 

学校教育重点の指標（３）道徳教育 

指標の概要 
本市の現状  

R3 全国学力・学習状況調査より 

達成目標 

Ｒ4(2022) 

道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話
し合ったりする活動に取り組んでいますか： 
当てはまる、どちらかといえば当てはまる（児童対象） 

小 89％ 中 83% 
目標値 

小中 90% 全国（公立） 

小 81％ 中 86％ 

児童生徒に対して、特別の教科 道徳において、児童生徒自ら

が自分自身の問題として捉え、考え、話し合うような指導の工

夫をしていますか：よくしている（学校対象） 

小 78％ 中 57% 
目標値 

小中 80% 全国（公立） 

小 41％ 中 49％ 
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・多面的、多角的な実態把握を行い、合理的配慮や自立活動の視点から

必要な配慮や支援を明確にする。 

・半年後または１年後の子どもの成長や変容を見据えた具体的な目標

を設定し、「個別の指導計画」に明記する。 

・作成した「個別の指導計画」をもとに、子どもの実態や指導のねらい、

手立て等について子どもに関わる全ての教職員で共有し指導にあた

る。 

・子どもの変容をもとに、教師の手立てや設定した目標の妥当性につい

て協議し、指導・支援の見直しを図るとともに、保護者と連携し「個

別の教育支援計画」についても評価改善し、引継ぎ活用を図る。 

（４） 特別支援教育～ 校内教育支援委員会を充実させ、 

適切な指導及び必要な支援を組織的、計画的に行う 

 

障がいのある子ども一人ひとりの状況に応じて、適切な指導や支援の手立てを講じ

るためには、様々な障がいの特性について理解を深め、子どもの教育的ニーズを把握

した上で、特別支援教育コーディネーターを中心とする校内教育支援委員会において、

具体的な取組とその時期を明確にして全校体制で取り組むとともに、保護者との信頼

関係を構築することが大切です。 

 

《 組織的・計画的な特別支援教育の推進 》 

□校内教育支援委員会の充実～校内教育支援委員会を定期的に開催するとともに、教職員

それぞれが担う校内での役割を明確にし、専門性等を生かした支援体制を構築する。 

□関係する各組織の役割を明確にするとともに、組織間の連携を密にして支援する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《 子ども一人ひとりに応じた指導・支援の検討と見直し 》 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学校教育重点の指標（４）特別支援教育 

指標の概要 
本市の現状  

R3 全国学力・学習状況調査より 

達成目標 

Ｒ4(2022) 

組織的・計画的な特別支援教育の推進のために校内教育支援委
員会の充実が図られていますか： 
図られている（学校対象） 

本市独自指標 
目標値 

小中 100% R３結果 

小 100％中 100％ 

特別支援教育を理解し、授業の中で、児童生徒の特性に応じた

指導上の工夫（板書や説明の仕方、教材の工夫など）を行いま

したか：よく行った、どちらかというと行った（学校対象） 

小 89％ 中 57% 
目標値 

小中 80% 全国（公立） 

小 41％ 中 43％ 

 

－１３－ 

校内教育支援委員会の役割 

〇学習面、行動面、対人関係、コミュニケーションなど、多面的に実態把握を行い、具体的な

支援方法を検討する。 

〇必要に応じ、外部専門機関や通級指導教室担当教諭など専門的な知見からの助言を参考に

する。 

〇子どもへの支援について、定期的に評価及び見直しを行う。 

〇校内研修会を設定するなど、全教職員の共通理解を図るための取組を実施する。 

 



 

 

（５） ＩＣＴ活用～ 一人一台端末等、ＩＣＴ機器の積極的な活用により、 

わかる授業を構築し、より主体的な学びを進める 

     

「Society 5.0」※１ 時代では、社会のあらゆる場所でＩＣＴの活用が日常となる

ことがうたわれており、教育においても新時代に即した能力の育成やＩＣＴ技術を活

用した教育政策の推進等が求められています。このような背景を受け、文部科学省が

示す「ＧＩＧＡスクール構想の実現」では、児童生徒一人一台の学習用端末（ＰＣや

タブレット）と高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、多様な子

ども達一人ひとりに個別最適化された学びや、創造性を育む学びを実現していこうと

するものです。 

本市でも、この「ＧＩＧＡスクール構想の実現」を加速化するために、令和２年度

に３００２台、令和３年度に１４２０台、計４４２２台の学習者用ＰＣを導入しまし

た。令和４年度北広島市内児童生徒数の見込みは４２３１名ですから、全ての子ども

たちに学習者用ＰＣが行き渡ります。市内各小中学校は、これまでもプロジェクタ、

デジタル教科書、学習者用ＰＣ等のＩＣＴ環境を活用したわかる授業づくりに取り組

んできました。今年度は、これまでの取組を継続し、さらに一人一台端末等の積極的

な活用により、主体的な学びを進めるために以下の取組を充実させていきます。 
 

        ※１ 狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society２.0）、工業社会（Society３.0）、 

情報社会（Society4.0）に続く、サイバー（仮想）空間とフィジカル（現実）空間

が融合した新たな社会 

 

○ ＩＣＴ活用のための校内組織体制を強化し、機能させます 

 ※ＩＣＴ活用推進委員設置 年間実施計画等作成 

○ ＩＣＴ活用の校内研修を実施します 

 ※一人一台端末活用模擬授業、Google form 活用研修 等 

 

 

学校教育重点の指標（５）ＩＣＴ活用 

指標の概要 
本市の現状  

R3 全国学力・学習状況調査より 

達成目標 

Ｒ4(2022) 

これまで受けた授業で、コンピュータなどのＩＣＴ機器をどの
程度使用しましたか： 
週１以上（児童生徒対象） 

小 31％ 中 21% 
目標値 

小中 50% 全国（公立） 
小 40％ 中 33％ 

あなたは学校で、コンピュータなどのＩＣＴ機器を他の児童生
徒と意見を交換したり、調べたりするために、どの程度使用し
ていますか：週１以上（児童生徒対象） 

小 34％ 中 33% 
目標値 

小中 50% 全国（公立） 
小 39％ 中 35％ 

教員が大型提示装置（プロジェクター、電子黒板等）のＩＣＴ
機器を活用した授業を１クラス当たりどの程度行いましたか： 
ほぼ毎日（学校対象） 

小 89％ 中 100% 
目標値 

小中 90% 
全国（公立） 
小 54％ 中 58％ 

教員がコンピュータなどのＩＣＴ機器の使い方を学ぶための必
要な研修機会がありますか： 
ある（学校対象） 

小 56％ 中 43% 
目標値 

小中 60% 全国（公立） 
小 35％ 中 32％ 
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（６） 大志学（キャリア教育）～ 「きたひろ夢ノート」の改訂を図り 
                      キャリア形成のための大志学を実践する 

 

「キャリア教育」とは、「子どもたち一人ひとりの社会的・職業的自立」に向け

て、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達をうながす

教育です。学習指導要領では、学級活動において、「一人ひとりのキャリア形成と

自己実現」が謳われています。このため、学級活動の指導において学習や生活の見

通しを立て、学んだことをふりかえりながら、新たな学習や生活の意欲につなげた

り、将来の生き方を考えたりする活動を行うことが必要です。こうした活動を行う

に当たっては、自身の変容や成長を自己評価できるよう工夫されたポートフォリオ

を活用すると大きな効果があるといわれています。このポートフォリオにあたるの

がキャリアパスポート、本市の「きたひろ夢ノート」です。きたひろ夢ノートはこ

れまで各学校での実践を通し、活用や指導場面の工夫について検証してきました。

本市においてはキャリア教育を大志学として位置づけ、各中学校区で児童生徒の実

態に応じたキャリア教育の全体計画と年間指導計画を立案しています。小中学校の

教員が共通した理解のもと、９年間の発達段階を踏まえながら、子どもたちに身に

付けさせたい能力や態度を明確にして取組の充実を図っています。 

今年度は平成２８年度から使用してきた「きたひろ夢ノート」（第３版）を改訂

し、使用学年を小学校低学年（１～３年）に広げました。大志学９年間で子どもた

ちが自信をもって夢を膨らませることができる実践につなげる新たなあり方を検討

し、一層の充実を図ります。また、保護者・地域へのさらなる啓発に努め、共育で

子どもを育てる体制を強化していきます。 

また本市は、北海道日本ハムファイターズとパートナー協定を締結しており、小

中一貫教育における大志学の授業に関連した活動協力を得られています。このこと

をさらに発展させるとともに、各学校は、地域・関係諸団体と連携した取組を積極

的に進めます。 

 

《 きたひろ夢ノート The Ambitious Note 》小１～中 3 対象 since2023 

      Contents   北広島市長からのメッセージ 北広島の三人の先人 

         自分を見つめる・夢に向かって（各学年）  

         自分の成長チェックシート 私の年表 自分に贈るエール等 

 

学校教育重点の指標（６）キャリア教育 

指標の概要 
本市の現状  

R3 全国学力・学習状況調査より 

達成目標 

Ｒ4(2022) 

夢ノートなどを通して、将来の夢や目標を持っていますか： 
当てはまる、どちらかというと当てはまる（児童生徒対象） 

小 84％ 中 67% 
目標値 

小中 80% 全国（公立） 

小 80％ 中 69％ 

児童生徒に対して、将来就きたい仕事や夢について考えさせる

指導をしましたか： 

よく行った（学校対象） 

小 78％ 中 86% 
目標値 

小中 80% 全国（公立） 

小 20％ 中 50％ 

－１５－ 



 

 

（７） 生徒指導～子どもたちの命と心を守り 

いじめ・不登校の未然防止を徹底する 
 

いじめ防止の対策に当たっては、市、各校のいじめ防止基本方針について、いじめ

の未然防止、早期発見、早期対応の取組を推進し、家庭や地域と連携しながら、いじ

め見逃しゼロを目指すとともに、人権教育を進めます。 

また、不登校の未然防止を図るために人間関係を築く力を育み、自己有用感・自尊

感情を高める学級づくり、授業づくりを進めます。不登校児童生徒への支援に当たっ

ては家庭・関係機関と連携を図りながら組織的・計画的な支援を日常的に行います。 

中学校区スタンダードについては、これまでに取組の見直し、工夫が進められてい

ますが、さらに子どもたちの意識化が日常的に進むように、評価・検証をもとに、家

庭や地域への発信を含め、家庭・地域と連携を図った取組を推進します。 

   

《 いじめ・不登校の未然防止の対応 》 

  ・人間関係を築く力を育む学級づくり・集団づくり 

（ソーシャルスキルトレーニング・構成的グループエンカウンターの活用） 

  ・生徒指導の機能を生かした授業づくり（自己存在感・共感的人間関係・自己決定） 

  ・客観的な心理テスト（ほっと、Q-U、アセス）を活用した児童生徒理解、学級 

の分析実施と情報の共有 

  ・組織的、計画的に取り組む教育相談の充実 

  ・特別支援教育の観点や性の多様性、LGBTＱ等に対する合理的な配慮の実施 

  ・相談をためらわない気持ちを育むために「児童生徒の自殺を予防するためのプ 

ログラム」（道教委）の活用 

  ・児童会、生徒会を活用し、子どもが主体的にいじめを考える取組の実施 

  ・「ＳＯＳの出し方に関する教育」の推進 

 

  《 いじめ・不登校解消に向けての対応 》 

  ・校内委員会、関係機関を招いたケース会議を開催し支援方針や体制を構築 

  ・ＳＣ、ＳＳＷ、みらい塾、ＮＰＯ、医療機関等、関係機関との連携 

・環境づくり、継続的な家庭訪問等、組織的・計画的な支援と指導 

 
学校教育重点の指標（７）生徒指導 

指標の概要 
本市の現状  

R3 全国学力・学習状況調査より 

達成目標 

Ｒ4(2022) 

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか 
：当てはまる（児童生徒対象） 

小 91％ 中 84% 
目標値 

小中 90% 全国（公立） 
小 84％ 中 81％ 

いじめ、不登校の未然防止を組織的、計画的に進めていますか 
：進めている（学校対象） 

本市独自指標 
目標値 

小中 100% 
R３結果 

小 100％中 100％ 

不登校児童生徒に対し、家庭・関係機関と連携を図り、継続的
な支援を行っていますか： 
よく行った（学校対象） 

本市独自指標 
目標値 

小中 100% 
R３結果 

小 100％中 100％ 
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（８） 協働～学校・家庭・地域が子どもの育ちのために 
目指すべき教育のあり方を共有し、協働活動を進める 

 

学習指導要領では「社会に開かれた教育課程」の実現が重視されており、学校に

は、目指すべき教育のあり方を家庭や地域と共有し、その連携及び協働の下に教育

活動を充実させていくことが求められています。令和５年度までに市内全ての小中

学校に導入を予定しているコミュニティ・スクールの仕組みを核として、その実現

に向けた取り組みを進めます。具体的には、〔学校運営協議会などの熟議により、

家庭や地域と「育てたい子ども像」「目指す学校像」を共有する〕〔地域学校協働

本部等を活用し、家庭や地域との協働活動をさらに推進する〕〔自校の教育の推進

方針、学校での教育活動や地域における子どもの様子等を情報う発信する〕等々の

方策に取り組みます。 

本市では小中一貫教育により、中学校区で育てたい子ども像が明確となり、子ど

もの学習習慣、生活習慣の確立について、学校・家庭・地域と協働した取組が進ん

できています。しかしながら、例年実施されている全国学力・学習状況調査の児童

生徒質問紙において、本市の小 6、中 3 は家庭学習時間、スマートフォン、ＴＶゲ

ームの約束について、全国と比べ、下回る傾向が続いています。 

この家庭学習やスマホ、ＴＶゲームの約束等は、学校や家庭単独で課題解決でき

る問題ではありません。「スマホ、TV ゲームの約束」（きたひろしまアンビシャス４ル

ール 下記参照）を徹底した「習慣づくり・環境づくり」を全中学校区で推進し、学

校・家庭・地域が子どもたちの育ちためにつながり進める協働活動の一歩として、

全市、全中学校区で進めていただきたいと考えています。 

 

《 きたひろしまアンビシャス４ルール 》※ネットトラブルから子どもたちの心と体を守る 

 ・ルール１ 時間を守ろう     ※９時以降はＳＮＳ、ゲームを使用しない 

                  ※１日の使用時間は、２時間以内 

 ・ルール２ 仲間を傷つけない   ※人を傷つける内容は発信しない 

 ・ルール３ 個人情報に気を付ける  ※個人情報は絶対載せない 

 ・ルール４ 困ったら大人に相談する ※保護者や先生に相談する 

 
学校教育重点の指標（８）協働 

指標の概要 
本市の現状  

R3 全国学力・学習状況調査より 

達成目標 

Ｒ4(2022) 

家族とスマートフォン、コンピュータの使い方について、家の
人と約束したことを守っていますか： 
きちんと守っている、だいたい守っている（児童生徒対象） 

小 69％ 中 66% 
目標値 

小中 80% 全国（公立） 
小 70％ 中 68％ 

普段、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲームをしますか 
：小～２時間以下 中～２時間以下（児童生徒対象） 

小 51％ 中 34% 目標値 

小 60% 

中 50％ 
全国（公立） 
小 51％ 中 43％ 

普段、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか： 
小～１時間以上、中～２時間以上（児童生徒対象） 

小 72％ 中 32% 目標値 

小 80% 

中 50％ 
全国（公立） 
小 63％ 中 42％ 

地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生
かして、保護者や地域の人との協働による活動をしましたか： 
よく行った（学校対象） 

小 67％ 中 43% 
目標値 

小中 60% 全国（公立） 
小 31％ 中 20％ 
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（９） 資質向上～ 中学校区の授業交流と合同研修により職能向上を図る 

     

教職員には、日々の教育実践や自己の研鑽により、絶えず自らの資質・能力の向上 

に努めることが求められています。さらに、実践的な研修や自らの研究を通して、教

師力・指導力を高め、教育のプロとしての力量の向上に努めなければなりません。 

小中一貫教育に取り組む本市では各中学校区における「９年間で育む子ども像」を 

共有し、教育課題の解決に向けて小中学校は、それぞれの役割をしっかりと果たすと

ともに、互いの教育内容や指導方法について理解を深めています。特に昨年度は本市

において「小中一貫教育全国サミット in 北広島」が開催され、東部中、西部中、広

葉中の３中学校区の授業実践をはじめ、合同研修の成果を全国に発信しました。 

また、各中学校区では小中の研究主題を統一し、協同的な研究を進める動きが活発

になってきました。今年度も、中学校区でのこれまでの実践を踏まえ、研修や会議等

の持ち方に工夫を加え、中学校区全教職員による合同研修と中学校区の小中一貫教育

推進会議を定期的に開催します。 

乗り入れ授業については、小学校教員、中学校教員相互の乗り入れ、乗り入れ教科

の拡大（英語、数学、道徳、音楽、保健体育等）、授業交流などが積極的に行われ、

内容の充実が図られています。また、小学生の中学校登校、小中合同授業や小小連携

による授業の実践などの積み上げが見られました。今年度も、各中学校区における小

中一貫教育推進組織の教科部会等での授業交流や合同研修の充実を図り、研鑽に努め

ます。 

また今年度は、緑陽中学校区が広教研中心発表校として、研究会を行います。中学

校区における授業交流、合同研修の成果を発表する貴重な機会となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育重点の指標（９）資質向上 

指標の概要 
本市の現状  

R3 全国学力・学習状況調査より 

達成目標 

Ｒ4(2022) 

近隣等の小、中学校と、授業研究を行うなど、合同して研修を
行いましたか：よく行った（学校対象） 

小 89％ 中 100% 
目標値 

小中 100% 全国（公立） 

小 17％ 中 26％ 

教職員は、校内外の研修や研究会に参加し、その成果を積極的

に反映させていますか：よくしている（学校対象） 

小 89％ 中 57% 
目標値 

小中 80% 全国（公立） 

小 31％ 中 21％ 

 

－１８－ 

小中連携、一貫教育に取り組む多くの学校においては、小・中学校教職員が指導の在り方

について共通認識を持った上で乗り入れ指導を行い、小学校高学年段階等から教科担任制

を一部導入して指導したり、小学校から進学した生徒を見守りながら指導したりする取組

が広く行われている。 

 乗り入れ指導は、児童生徒の不安感の軽減、それによるいわゆる中 1 ギャップの解消、教

員の他校種に対する理解増進、義務教育段階を担当する教員であるとの意識変革、授業改

善、小・中学校教員、児童生徒の一体感の醸成等を図る仕組みとして、小・中学校教育の質

向上の観点から効果が上がっている例もあり、導入を積極的に図ることが望ましい。 

（文科省初等中等教育分科会：小中一貫教育の推進～乗り入れ指導について） 



 

 

（10） 今日的課題～小中一貫教育の視点に立ち、 

小学校外国語教育とプログラミング教育の実践を進める 

 

今日的な教育課題として、小学校における高学年の外国語科・中学年の外国語活動

及びプログラミング教育があります。外国語教育については小学校では計画的に外国

語科、外国語活動の実践が進んでおり、中学校でも小学校との接続を意識した外国語

科（英語科）の指導計画も作成され、実践も進み、担任が進める外国語授業の指導力

向上が図られてきています。今年度も外国語科における小中一貫した年間指導計画の

活用と実践を進めます。 

また、小学校で必修となっているプログラミング教育ですが、子どもたちにプログ

ラミングに取り組む楽しさや面白さを体験、実感させながら、プログラミング教育が

目指すねらい（プログラミング思考育成）を踏まえた取り組みを進めています。推進

に当たっては、今年度も、石狩教育研修センターより提示されたベースとなるプラン

案をもとに、学習指導要領に例示されている単元等で実施するもの（Ａ分類※下表参

照）を中心とし、学習指導要領に例示されていないが学習指導要領に示される各教科

等の内容を指導する中で実施するもの（Ｂ分類）、教育課程内で各教科とは別に実施

するもの（Ｃ分類）も別途取り扱いながら各校の実態に応じ、実践検証を進めます。 

小学校における外国語教育では、小学校外国語科と中学校の外国語科の連携を図る

ことが重要です。小学校段階と中学校段階の指導目標、内容などを比較検討し、小中

学校でどのような指導をするべきかを明確にしなければなりません。また、プログラ

ミング教育も、中学校の新学習指導要領では技術・家庭科（技術分野）において、プ

ログラミングに関する内容との関連付けが必要です。本市では、各教科同様、小学校

外国語教育及びプログラミング 

教育についても、小中一貫教育 

の視点に立って、小中学校の指 

導の系統性・連続性を踏まえ、 

中学校区で協働し、実践を進め 

ます。 
 
 
 
 
 
 
 

学校教育重点の指標（１０）今日的課題 

指標の概要 
本市の現状  

R3 全国学力・学習状況調査より 

達成目標 

Ｒ4(2022) 

中学校区内で、小中の指導の系統性、連続性を踏まえた外国語
教育の実践を進めていますか：進めている（学校対象） 

本市独自指標 
目標値 

小中 100% R３結果 

小 100％中 100％ 

年間指導計画に位置付けたプログラミング教育の実践、検証を
進めていますか：進めている（学校対象） 

本市独自指標 
目標値 

小中 100% R３結果 

小 100％中 100％ 
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９ 実践への具体的手立てと達成目標  

成果指標 指標の概要 達成目標 

(1)教育課程 

 

○学校対象アンケート 

・「児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種デ

ータ等に基づき、教育課程を編成し、実施し、評価

して改善を図る一連のＲＰＤＣＡを確立しています

か」 

・「前年度までに近隣等の小、中学校と、教科の教育課

程の接続や、教科に関する共通の目標設定など教育

課程に関する共通の取組を行いましたか」 

 

小中９０％ 

（よくしている） 

 

 

小中９０％ 

（よく行った） 

(2)授業改善 

 

○児童生徒対象アンケート 

・「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分

から取り組んでいましたか」 

 

・「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広

げたりすることができていますか」 

 

小中８０％ 

当てはまる、どちらかといえば当てはまる 

小中８０％ 

当てはまる、どちらかといえば当てはまる 

○学校対象アンケート 

・「授業において課題を設定し、その解決に向けて話し

合い、まとめ、表現するなどの学習活動を取り入れ

ましたか」 

 

・「児童生徒に対して、習得・活用及び探究の学習過程

を見通した指導方法の改善及び工夫をしましたか」 

 

・「授業の中で目標（目当て・ねらい）を児童生徒に示

し、授業の最後に学習したことをふり返る活動を計

画的に取り入れましたか」 

 

小７０％ 

中５０％ 

（よく行った） 

 

小７０％ 

中５０％ 

（よく行った） 

 

小中８０％ 

（よく行った） 

 

(3)道徳教育 

 

○児童生徒対象アンケート 

・「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグ

ループで話し合ったりする活動に取り組んでいます

か」 

 

小中９０％ 

当てはまる、どちらかといえば当てはまる 

 

○学校対象アンケート 

・「児童生徒に対して、特別の教科 道徳において、児

童生徒自らが自分自身の問題として捉え、考え、話

し合うような指導の工夫をしていますか」 

 

小中８０％ 

（よくしている） 

 

(4)特別支援教育 

 

○学校対象アンケート 

・「組織的・計画的な特別支援教育の推進のために校内

教育支援委員会の充実が図られていますか」 

 

・「特別支援教育を理解し、授業の中で、児童生徒の特

性に応じた指導上の工夫（板書や説明の仕方、教材

の工夫など）を行いましたか」 

 

１００％ 

（図られている） 

 

小中８０％ 

（よく行った） 
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成果指標 指標の概要 達成目標 

(5)ICT 活用 
 

○児童生徒対象アンケート 
・「これまで受けた授業で、コンピュータなどのＩＣＴ
機器をどの程度使用しましたか」 

・「あなたは学校で、コンピュータなどのＩＣＴ機器を
他の児童生徒と意見を交換したり、調べたりするた
めに、どの程度使用していますか」 

 
小中５０％ 
（週１以上） 

 
小中５０％ 
（週１以上） 

○学校対象アンケート 
・「教員が大型提示装置（プロジェクター、電子黒板な
ど）のＩＣＴ機器を活用した授業を１クラス当たり
どの程度行いましたか」 

・「教員がコンピュータなどのＩＣＴ機器の使い方を
学ぶための必要な研修機会がありますか」 

 
小中９０％ 
（週１以上） 

 
小中６０％ 

（ある） 

(6)キャリア教育 ○児童生徒対象アンケート 
・「夢ノートなどを通して、将来の夢や目標を持ってい
ますか」 

 
小中８０％ 

当てはまる、どちらかといえば当てはまる 

○学校対象アンケート 
・「児童生徒に対して、将来就きたい仕事や夢について
考えさせる指導をしましたか」 

 
小中８０％ 

（よく行った） 

(7)生徒指導 ○児童生徒対象アンケート 
・「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと
思いますか」 

 
小中９０％ 

（当てはまる） 

○学校対象アンケート 
・「いじめ、不登校の未然防止を組織的、計画的に進め
ていますか」 

・「不登校児童生徒に対し、家庭・関係機関と連携を図
り、継続的な支援を行っていますか」 

 
小中１００％ 
（進めている） 

小中１００％ 
（行っている） 

(8)協 働 ○児童生徒対象アンケート 
・「家族とスマートフォン、コンピュータの使い方につ
いて、家の人と約束したことを守っていますか」 

・「普段、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム
をしますか」 

・「普段、１日当たりどれくらいの時間、勉強をします
か」 

 
小中８０％ 

きちんと守っている、だいたい守っている 
小 2 時間以下 60％ 
中２時間以下 50％ 
小１時間以上 80％ 
中２時間以上 50％ 

・地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの
仕組みを生かして、保護者や地域の人との協働によ
る活動をしましたか」 

小中６０％ 
（よく行った） 

(9)資質向上 ○学校対象アンケート 
・「近隣等の小、中学校と、授業研究を行うなど、合同
して研修を行いましたか」 

・「教職員は、校内外の研修や研究会に参加し、その成
果を積極的に反映させていますか」 

 
小中１００％ 
（よく行った） 

小中８０％ 
（よくしている） 

(10)今日的課題 ○学校対象アンケート 
・「中学校区内で、小中の指導の系統性、連続性を踏ま
えた外国語教育の実践を進めていますか」 

・「年間指導計画に位置付けたプログラミング教育の
実践、検証を進めていますか」 

 
小中１００％ 
（進めている） 

小中１００％ 
（行っている） 

※児童生徒対象アンケートは、小学校６年生、中学校３年生全員を対象とする。 

※アンケートは１０月～１１月に実施する。 
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令和４年度
北広島市学校教育の推進方針

令和４年４月
北広島市教育委員会


